
教会堂の建築に関するカトリック教会の指針 
B. Nowak svd 

はじめに 

 

カトリック教会において、教会堂（聖堂）は単なる建築物ではなく、神の民が集い、キリスト

の神秘を祝うための聖なる場です。教会建築の構造は単なる美観の問題ではなく、典礼を支える

重要な役割を担っています。典礼のための空間を構成する一つひとつの要素には明確な神学的意

味があります。教会の公式文書は、聖堂がしるしと象徴、そして調和の取れた空間構成を通して、

信者を祈りと礼拝、さらに神との出会いへ導くべきであると教えています。 

教会堂建築に関する規範は、主として『ローマ・ミサ典礼書の総則』（第 5章）、および『教会

法典』に基づいています。日本のカトリック教会においても、これらの普遍的な指針が適用され、

カトリック中央協議会典礼委員会の指導のもと、各小教区の実情に応じて実施されなければなり

ます。 

 

 

主要な要素と配置 
 

⚫ 内陣 

内陣は、会衆席から適切に区別されながらも、聖堂全体との調和を保つよう設計されます。祭

壇を中心に据え、司祭、助祭、信徒それぞれの奉仕の役割が明確に示されるよう配慮します。通

常は段差を設け、会衆席からの視認性を高めます。 

 

⚫ 祭壇 

祭壇はキリストご自身を象徴するとともに、聖体祭儀が執り行われる場所です。 

祭壇は内陣の中心に置かれ、会衆全体からよく見える位置に設置されなければなりません。祭

壇は、最後の晩餐の食卓であると同時に、十字架上のいけにえを表すものであり、聖堂の中で最

も重要な場所です。 

祭壇は司祭が周囲を無理なく動き回ることのできる独立型とし、石や大理石などの耐久性と

尊厳を備えた素材で造ることが望まれます。典礼が行われているときには祭壇の上にろうそくを

灯し、伝統に従って殉教者や聖人の聖遺物を安置することもあります。 

 

⚫ 十字架 

聖堂には、十字架につけられたキリストを表す十字架（磔刑像）が掲げられます。 

十字架は祭壇上またはその近くに置き、会衆全体から見えるようにします。これは、すべての

聖体祭儀がキリストの救いのいけにえを現存させるものであることを示すしるしです。 

 

⚫ 聖櫃 

聖櫃は、聖別された聖体を保管するための特別なところです。 

教会の規範によれば、聖櫃は聖堂内で最も尊重すべきところで、人々の目に留まりやすく、祈

りと礼拝にふさわしい場所に設置されるべきです。設置場所は内陣または聖体礼拝堂が望ましい

とされています。 

聖櫃は堅牢で不透明な構造とし、高貴な素材で造られなければなりません。また、聖体に対す

る冒瀆を防ぐため十分な堅牢性が求められます。 

聖櫃の近くには常に聖体ランプを灯し、聖体における主キリストの現存を示します。信徒は聖

堂に入る際、聖櫃に現存する主への敬意を表して跪くか、日本の慣習に従って深く一礼し、祈り

を捧げます。 

 
 



⚫ 朗読台 

朗読台は、神のことばが朗読され、司祭が説教をするための場所です。 

祭壇と調和した固定式の構造とし、その位置については十分な視認性と音響の良さを備える

ことが求められます。 

教会は、ミサが「ことばの典礼」と「感謝の典礼（聖体の典礼）」という切り離すことのでき

ない二つの部分から成り立つと教えています。そのため、朗読台と祭壇は、それぞれ「みことば

の食卓」と「聖体の食卓」として、典礼生活の中心を形成しています。 

 

 

その他の主要設備 
 

⚫ 洗礼盤 

洗礼盤が設置されている場所は、洗礼の秘跡が授けられる場所です。伝統的には、教会堂の入

口付近など、他と明確に区別された場所に設置されます。洗礼はすべての秘跡への門であり、キ

リスト者としての新しい生活の始まりだからです。 

信者の象徴的な歩みは洗礼盤から始まり、神のことばを聞き、聖体祭儀への完全な参与へと導

かれます。そのため、洗礼と聖体との結びつきを示す意味から、洗礼盤は聖堂の中心となる線の

上に配置することが望ましいとされています。 

 

⚫ 告解室 

告解室は、ゆるしの秘跡を受けるための場所です。 

『教会法典』は、告解室に関して各国の司教団が詳細な規範を定めることを求めるとともに、

いくつかの基本条件を示しています。それによれば告解室は人目につく公的な場所に設置されな

ければなりません。また、司祭と信者の間には固定された格子または仕切りが設けられ、匿名に

よる告解を希望する信者が自由に利用できるよう配慮されなければなりません。 

 

⚫ 音楽設備 

教会音楽は典礼に奉仕するものであり、祈りを深めるために用いられます。 

伝統的にパイプオルガンは特別に尊重され、他の楽器よりも優先的に用いられます。設置にあ

たっては、良好な音響が確保できる場所を選ぶことが重要です。 

聖歌隊（（聖歌奉仕者）は単なる合唱団体ではなく、共同体の祈りと賛美を支える典礼奉仕者で

す。そのため、聖歌奉仕者の席は内陣または専用の聖歌奉仕者席・バルコニーなどに設けられま

す。音楽的技術だけでなく、祈りの精神をもって奉仕することが求められます。 

 

 

結び 

教会の規範は、典礼が行われる空間が単なる設備の寄せ集めではないことを示しています。そ

の目的は、信仰の真理を目に見える形で表し、信者の能動的な参加を支え、祈りと黙想、そして

神との出会いを助けることにあります。 

教会堂は、「生ける石」である信者たちによって築かれる信仰共同体そのものを映し出すしる

しです。私たちの信仰を体現し、次世代へ伝える尊い場となるよう、心を込めて整えていきまし

ょう。 
 


